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2023 年度に実施予定の洋上風力発電に関するセントラル方式による 

調査対象区域を選定しました 
 
 

経済産業省及び国土交通省は、洋上風力発電に関するセントラル方式の一環として、独立行

政法人エネルギー・金属鉱物資源機構（JOGMEC）が 2023 年度（令和 5 年度）に実施を予定す

る調査対象区域について、都道府県からの情報提供と第三者委員会における意見を踏まえ、

「北海道岩宇（がんう）・南後志（みなみしりべし）地区沖」、「北海道島牧（しままき）沖」、「北海道

檜山（ひやま）沖」の 3区域を初めて選定しました。 

 

1．概要 

洋上風力発電の今後の案件形成の加速化に向けて、経済産業省と国土交通省は、案件形成の初期段階

から政府や自治体が関与し、より迅速・効率的な調査等を行う「セントラル方式」の確立に向けた制度設計を

進めています。 

この一環として、2022年度には、独立行政法人エネルギー・金属鉱物資源機構（JOGMEC）の業務に洋上

風力発電に関する地質構造等の調査業務を追加するための法改正を行いました。 

セントラル方式による調査対象区域については、対象区域における調査活動の実施により操業上の調整

が生じる者（漁業・航路等）から、調査を実施することに対する理解が得られていることを前提条件に都道府

県から情報提供を受け付け、さらに、「独立行政法人エネルギー・金属鉱物資源機構の業務運営・財務及び

会計並びに人事管理に関する省令」で定める規定に適合する区域となります。 

 

2．調査対象区域の選定結果 

2023年度から JOGMECが実施する調査対象区域について、国は、2022年 10月 13日から 11月 4日の

期間で都道府県から情報提供を受け付け、3区域に係る情報提供がありました。その後、2023年1月11日、

学識経験者等で構成する第三者委員会を開催し、委員会における意見を踏まえて、以下 3区域を選定しまし

た。 

 

 北海道岩宇・南後志地区沖 

 北海道島牧沖 

 北海道檜山沖 

 

今後、JOGMECでは、これら各区域の関係者と調整しつつ、令和5年度政府予算の成立を前提に、風況や

地質構造に関する調査を実施していきます。 

 

なお、本件は、「海洋再生可能エネルギー発電設備の整備に係る海域の利用の促進に関する法律」（再エ

ネ海域利用法）に基づく「海洋再生可能エネルギー発電設備整備促進区域」（促進区域）の指定等に直ちに

つながるものではなく、促進区域の指定等については、別途、所定の手続に従って対応することになります。 

 

＜関連リンク＞ 

 

 

同時発表：経済産業省 



 セントラル方式による調査対象区域の選定に向けた都道府県からの情報提供の受付について 
https://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/saiene/yojo_furyoku/dl/jouho_tei
kyo/20221025_jouho_teikyo.pdf 

 

 
【お問合せ先】  国土交通省 港湾局 海洋・環境課  伊庭、林 

電話：03-5253-8111（内線 46668、46657）、03-5253-8674（直通） 
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